
JP 2020-505371 A5 2021.3.4

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年3月4日(2021.3.4)

【公表番号】特表2020-505371(P2020-505371A)
【公表日】令和2年2月20日(2020.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2020-007
【出願番号】特願2019-539281(P2019-539281)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ   6/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/076    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/03     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/035    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/78     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ    6/04     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   11/06     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   11/04     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   29/076    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   29/03     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   29/035    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   29/78     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   35/10     ３０１Ｇ
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月18日(2021.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
　特性に割り当てられた任意の２つの定量値は、その特性の範囲を構成することができ、
所与の特性の全ての記載された定量値から形成される範囲の全ての組み合わせが、本開示
において企図されることを理解されたい。流れまたは反応器の化学成分の組成範囲は、い
くつかの実施形態では、その成分の異性体の混合物を含むと理解されるべきであることを
理解されるべきである。例えば、ブテンを特定する組成範囲は、ブテンの様々な異性体の
混合物を含み得る。実施例は、様々な流れの組成範囲を提供し、そして特定の化学組成物
の異性体の総量が範囲を構成し得ることもまた理解されるべきである。
　以下、本発明の好ましい実施形態を項分け記載する。
　実施形態１
　プロピレンを製造する方法であって、
　メタセシス反応生成物を形成するために、メタセシス触媒を含むメタセシス反応ゾーン
中で、ブテンを少なくとも部分的にメタセシスさせるであって、前記メタセシス触媒が５
重量パーセント～５０重量パーセントのアルミナを含むメソポーラスシリカ－アルミナ触
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媒担体を有する、金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体を含む
、メタセシスさせることと、
　分解反応生成物を形成するために、分解触媒を含む分解反応ゾーン中で前記メタセシス
反応生成物を少なくとも部分的に分解することであって、前記分解触媒がＭＦＩ構造シリ
カ含有触媒を含み、前記分解反応生成物はプロピレンを含む、分解することと、を含む、
方法。
　実施形態２
　前記ブテンを含む供給流を前記メタセシス反応ゾーンに導入することをさらに含む、実
施形態１に記載の方法。
　実施形態３
　前記供給流が流動接触分解（ＦＣＣ）反応器またはエチレン分解反応器からのラフィネ
ート－２流である、実施形態２に記載の方法。
　実施形態４
　前記供給流が、
　２０重量％～６０重量％のシス－もしくはトランス－２－ブテン、またはその両方と、
　１０重量％～２０重量％の１－ブテンと、
　５重量％～２０重量％のｎ－ブタンと、を含む、実施形態２または３のいずれかに記載
の方法。
　実施形態５
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体の前記メソポーラ
スシリカ－アルミナ触媒担体が、１０重量パーセント～４０重量パーセントのアルミナを
含む、実施形態１～４のいずれかに記載の方法。
　実施形態６
　前記金属酸化物が含浸された組み合わせ触媒担体の前記金属酸化物が、モリブデン、レ
ニウム、タングステンの１種以上の酸化物、またはこれらの酸化物の組み合わせを含む、
実施形態１～５のいずれかに記載の方法。
　実施形態７
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体の前記金属酸化物
が、酸化タングステンを含む、実施形態１～６のいずれかに記載の方法。
　実施形態８
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、１重量パーセ
ント～３０重量パーセントの酸化タングステンを含む、実施形態１～７のいずれかに記載
の方法。
　実施形態９
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、５重量パーセ
ント～２０重量パーセントの酸化タングステンを含む、実施形態１～７のいずれかに記載
の方法。
　実施形態１０
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、２．５ｎｍ～
４０ｎｍの細孔径分布を含む、実施形態１～９のいずれかに記載の方法。
　実施形態１１
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、少なくとも０
．６００ｃｍ３／ｇの全細孔体積を含む、実施形態１～１０のいずれかに記載の方法。
　実施形態１２
　前記ＭＦＩ構造シリカ含有触媒がアルミナを含む、実施形態１～１１のいずれかに記載
の方法。
　実施形態１３
　前記ＭＦＩ構造シリカ含有触媒が、０．０１重量％未満のアルミナを含む、実施形態１
～１１のいずれかに記載の方法。
　実施形態１４
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　前記ＭＦＩ構造シリカ含有触媒が、０．００１ｍｍｏｌ／ｇ～０．１ｍｍｏｌ／ｇの総
酸度を含む、実施形態１～１３のいずれかに記載の方法。
　実施形態１５
　前記分解反応ゾーンが前記メタセシス反応ゾーンの下流にある、実施形態１～１４のい
ずれかに記載の方法。
　実施形態１６
　前記メタセシス反応ゾーンおよび前記分解反応ゾーンが、単一の反応器内に配置されて
いる、実施形態１～１５のいずれかに記載の方法。
　実施形態１７
　前記ブテンが２－ブテンを含む、実施形態１～１６のいずれかに記載の方法。
　実施形態１８
　前記メタセシス反応ゾーンにおいて、前記２－ブテンの少なくとも一部が１－ブテンに
異性化する、実施形態１７に記載の方法。
　実施形態１９
　前記メタセシス反応生成物がプロピレンおよびペンテンを含む、実施形態１～１８のい
ずれかに記載の方法。
　実施形態２０
　前記メタセシス触媒対前記分解触媒の体積比が１：１～１：２である、実施形態１～１
９のいずれかに記載の方法。
　実施形態２１
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体の酸度が、０．０
０１ｍｍｏｌ／ｇ～５ｍｍｏｌ／ｇである、実施形態１～２０のいずれかに記載の方法。
　実施形態２２
　ブテンからプロピレンを製造するための多段触媒系であって、前記多段触媒系がメタセ
シス反応ゾーンと、前記メタセシス反応ゾーンの下流の分解反応ゾーンとを含み、
　前記メタセシス反応ゾーンが、５重量パーセント～５０重量パーセントのアルミナを含
むメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体を有する、金属酸化物が含浸されたメソポーラ
スシリカ－アルミナ触媒担体を含み、
　前記分解反応ゾーンが、ＭＦＩ構造シリカ含有触媒を含み、前記ＭＦＩ構造シリカ含有
触媒が、プロピレンを含む分解生成物流を形成するために、メタセシス生成物流を分解す
る、多段触媒系。
　実施形態２３
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、１重量パーセ
ント～３０重量パーセントの酸化タングステンを含む、実施形態２２に記載の多段触媒系
。
　実施形態２４
　前記メタセシス反応ゾーンおよび前記分解反応ゾーンが単一の反応器内に配置されてい
る、実施形態２２または２３に記載の多段触媒系。
　実施形態２５
　ブテンを含む供給流をさらに含む、実施形態２２～２４のいずれかに記載の多段触媒系
。
　実施形態２６
　前記ブテンが２－ブテンを含む、実施形態２２～２５のいずれかに記載の多段触媒系。
　実施形態２７
　前記メタセシス触媒対前記分解触媒の体積比が１：１～１：２である、実施形態２２～
２６のいずれかに記載の多段触媒系。

【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロピレンを製造する方法であって、
　メタセシス反応生成物を形成するために、メタセシス触媒を含むメタセシス反応ゾーン
中で、ブテンを少なくとも部分的にメタセシスさせるであって、前記メタセシス触媒が５
重量パーセント～５０重量パーセントのアルミナを含むメソポーラスシリカ－アルミナ触
媒担体を有する、金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体を含む
、メタセシスさせることと、
　分解反応生成物を形成するために、分解触媒を含む分解反応ゾーン中で前記メタセシス
反応生成物を少なくとも部分的に分解することであって、前記分解触媒がＭＦＩ構造シリ
カ含有触媒を含み、前記分解反応生成物はプロピレンを含む、分解することと、を含む、
方法。
【請求項２】
　前記ブテンを含む供給流を前記メタセシス反応ゾーンに導入することをさらに含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記供給流が流動接触分解（ＦＣＣ）反応器またはエチレン分解反応器からのラフィネ
ート－２流である、または
 前記供給流が、
　２０重量％～６０重量％のシス－もしくはトランス－２－ブテン、またはその両方と、
　１０重量％～２０重量％の１－ブテンと、
　５重量％～２０重量％のｎ－ブタンと、を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体の前記メソポーラ
スシリカ－アルミナ触媒担体が、１０重量パーセント～４０重量パーセントのアルミナを
含む、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記金属酸化物が含浸された組み合わせ触媒担体の前記金属酸化物が、モリブデン、レ
ニウム、タングステンの１種以上の酸化物、またはこれらの酸化物の組み合わせを含む、
請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体の前記金属酸化物
が、酸化タングステンを含む、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、１重量パーセ
ント～３０重量パーセントの酸化タングステンを含む、または
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、５重量パーセ
ント～２０重量パーセントの酸化タングステンを含む、請求項１～６のいずれかに記載の
方法。
【請求項８】
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、２．５ｎｍ～
４０ｎｍの細孔径分布を含む、請求項１～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、少なくとも０
．６００ｃｍ３／ｇの全細孔体積を含む、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＭＦＩ構造シリカ含有触媒がアルミナを含む、または前記ＭＦＩ構造シリカ含有触
媒が、０．０１重量％未満のアルミナを含む、および／または前記ＭＦＩ構造シリカ含有
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触媒が、０．００１ｍｍｏｌ／ｇ～０．１ｍｍｏｌ／ｇの総酸度を含む、請求項１～９の
いずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記分解反応ゾーンが前記メタセシス反応ゾーンの下流にある、および／または前記メ
タセシス反応ゾーンおよび前記分解反応ゾーンが、単一の反応器内に配置されている、請
求項１～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記ブテンが２－ブテンを含む、請求項１～１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記メタセシス反応ゾーンにおいて、前記２－ブテンの少なくとも一部が１－ブテンに
異性化する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記メタセシス反応生成物がプロピレンおよびペンテンを含む、請求項１～１３のいず
れかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記メタセシス触媒対前記分解触媒の体積比が１：１～１：２である、請求項１～１４
のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体の酸度が、０．０
０１ｍｍｏｌ／ｇ～５ｍｍｏｌ／ｇである、請求項１～１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　ブテンからプロピレンを製造するための多段触媒系であって、前記多段触媒系がメタセ
シス反応ゾーンと、前記メタセシス反応ゾーンの下流の分解反応ゾーンとを含み、
　前記メタセシス反応ゾーンが、５重量パーセント～５０重量パーセントのアルミナを含
むメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体を有する、金属酸化物が含浸されたメソポーラ
スシリカ－アルミナ触媒担体を含み、
　前記分解反応ゾーンが、ＭＦＩ構造シリカ含有触媒を含み、前記ＭＦＩ構造シリカ含有
触媒が、プロピレンを含む分解生成物流を形成するために、メタセシス生成物流を分解す
る、多段触媒系。
【請求項１８】
　前記金属酸化物が含浸されたメソポーラスシリカ－アルミナ触媒担体が、１重量パーセ
ント～３０重量パーセントの酸化タングステンを含む、請求項１７に記載の多段触媒系。
【請求項１９】
　前記メタセシス反応ゾーンおよび前記分解反応ゾーンが単一の反応器内に配置されてい
る、請求項１７または１８に記載の多段触媒系。
【請求項２０】
　ブテンを含む供給流をさらに含む、請求項１７～１９のいずれかに記載の多段触媒系。
【請求項２１】
　前記ブテンが２－ブテンを含む、請求項１７～２０のいずれかに記載の多段触媒系。
【請求項２２】
　前記メタセシス触媒対前記分解触媒の体積比が１：１～１：２である、請求項１７～２
１のいずれかに記載の多段触媒系。
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